
     パソコン修理奮闘記     DE JA1WOB 斎藤 

 ハムログ用に使用している、古いノ－トＰＣのＨＤＤが破損し、起動不能になりました。

その PC の復旧までの奮闘記です。 

 

古いノ-ト PC の仕様は以下の通りです。 

 

ＣＰＵ Pentium II 366mhz 

HDD     6GB 

メモリ－ 128MB 

ＯＳ  Windows 2000 

メ－カ－ アキア 

 

 

ＨＤＤ破損の発端は、ハムログでＱＳＬカ-ドを印刷している時でした、内臓バッテリ－ 

が使用不可状態なので、電源アダプタ－を使用していました、DC プラグの接続が中途半端

だった様で、ＰＣ本体を少し手前に引いた所、電源アダプタ－の DC プラグが外れて、画面

が真っ暗になりました。 

当初は、何が起きたか分からずに「ついに壊れたか」と思いました。 

電源アダプタ－の DC プラグを再度しっかり接続して、恐る恐る電源ＳＷを入れると何とか

起動し、ハムログも立ち上がり、残りのＱＳＬカ-ドも無事印刷が出来て「やれやれ大丈夫」

と思い、念のためハムログデ-タのバックアップを録って、その日の作業は終了しました。  

数日後インタ－ネット検索をしようとＰＣを起動すると、Windows 2000 が起動しなくなり

ました、セ－フモ－ドで起動すると、何とか起動しました。 

セ－フモ－ドを終了して通常モ-ドでの起動も時間が掛りましたが、何とか立ち上がりました、

しかしなんかＨＤＤの回転音が大きい様な感じでした。 

インタ－ネット検索のＩＥを起動しても、時間が掛り 5 分位砂時計を眺めていましたが正常

に起動しないので、強制終了しました。 

ハムログは大丈夫かと思い、立ち上げるとこれは正常に動いていました。 

ＩＥがある HDD のどこかが、破壊された可能性があると考えて、別のデスクトップＰＣで 

 



ＩＥ６をダウンロ-ドして、ファイルをノ－トＰＣにコピ－して再インスト-ルしました。 

更に、デフラグを行いＨＤＤ内の整理整頓をしました。 

遅いながらも何とか起動しましたが、やはりＨＤＤの異常音が気になりました。 

強制的にチェックディスクをして見ると、ＨＤＤに破壊された部分が有るようで、破壊され

たアドレスのメッセ-ジを表示しました。 

それから、チェックディスクの修復を試みると、途中までは順調でしたが、ある部分で修復

速度が極端に遅くなる部分がありました。 

それを乗り越えればかんとかなりそうです、５時間位掛けて一応修復は終わったようでした、

しかし修復した部分のＨＤＤにＯＳがあった様で、またしても Windows 2000 が起動 

しません、セ-フモードやＤＯＳモードでは起動するので、ＰＣ本体は正常のようです。 

再度、チェックディスクの修復を実行しました、前回修復箇所は順調に通過したので、ＰＣ

から離れて別の部屋で５０Mhz のワッチしていました。 

その時、ＸＹＬがＰＣの有る部屋に行って火燵の電源を入れる為に、なんと、ＰＣのＡＣプ

ラグを抜いてしまった。。。。。。。。！ 

なぜ、「ＡＣプラグを抜くの！」と云ったが、ＸＹＬは「？？？」です。 

テレビのＡＣプラグを抜いたつもりの様でした。 

内臓バッテリ－が死んでるＰＣはチェックディスク途中で、強制的に電源断になりました。 

慌てて、別のＡＣコンセントにＰＣのＡＣプラグ 

をさして、起動しましたが、「ブル－画面」に 

ＨＤＤが破壊されているメッセ－ジが出ました。 

何度かトライしましたが、復旧する事は有り 

ませんせんでした。 

Windows98 ベ－スのＰＣを Windows2000 に 

バージョンアップして 10 年使用したのだから、 

諦めようとも考えましたが、アマチュア無線技士 

ならなんとか復旧させようと思い立ち、ＨＤＤを 

求めて、東大和にあるＰＣ-ＤＥＰＯへ行ってみ 

ました。 

NOTE 用の 2.5 インチのＨＤＤはありましたが、 

160ＧＢ以上のものばかりで、8000 円前後で私 

破壊したＩＢＭ製 ６ＧＢＨＤＤ 



の予算の 2000 円前後には遠く及びませんでした。 

更に、アウトレットコ－ナ－を探すと 80GB で 4000 円前後でありましたが、これも予算オ

－バ－です。 

ハ－ドオフならあるかもしれないと思い、ＨＤＤのジャンク品を探しました。 

3.5 インチの怪しげなＨＤＤがありましたが、2.5 イン 

チは有りませんでした。 

諦め掛けた所で、ガラスケ-スに置いてあった 2.5 イ 

ンチのＨＤＤが目につき、ガラス越しに覗き込むと 

20GB の文字と 1500 円が見えました。 

店員に頼んで、ガラスケ-スを開けてもらい良くみ 

ると、東芝製のＨＤＤで一応未使用の様でした、 

店員に「これ大丈夫」と聞くと「大丈夫だと思い 

ますが、１週間は保障します」の返事があり、購 

入しました。 

家に戻り、破壊されたＨＤＤを外し、東芝製のＨ 

ＤＤを取り付ける際に多少の加工をして交換しました。 

ＣＤ-ＲＯＭから Windows2000 をインスト-ルすると 

ちゃんと２０ＧＢを認識してインスト-ルが完了しました。ＨＤＤの音も破壊されたＨＤＤと

比べると静かで、始めは正常に動いているか疑う程でした。あれほど、遅かったＩＥの動き

もストレスなく、検索が出来て無事に復旧しました。 

最新技術のＰＣやＲＩＧは素晴らしいと思いますが、1 年もすればすぐに古くなり、ゴミの 

様に捨てられる事があります。 

我が家にある 1980 年製のチャンネル式のＴＶも何度か分解や修理を重ねて現状使用中です

しかし、来年はアナログ放送が停波するので、先日、無料回収業者に出したところ、「お客さ

んこれは古すぎて無料回収は出来ません、2500 円です」と云われました。 

では、最後の 2011 年のアナログ放送が停波するまで使う事にして、また現役復帰です。 

アマチュア無線を始めたころ、古い白黒ＴＶがゴミとして出されて、そのゴミＴＶの真空管

や部品で、受信機や送信機を作る事ができ大変助かりました。 

これからも、私は壊れた電子機器を直しながら大切に使って行きたいと思います。 

                             おわり 

東芝製 20Ｇ ＨＤＤ 


